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砥鹿神社賞　　山口晴花さん（一宮中学校一年）

　

七
月
二
十
四
日
午
前
十
時
よ
り
本
社

に
て
交
通
安
全
大
祭
を
斎
行
し
、地
元
交

通
安
全
団
体
を
は
じ
め
百
五
十
名
余
の

参
列
者
の
も
と
、人
々
の
交
通
安
全
が
祈

願
さ
れ
た
。本
祭
典
は
昨
年
か
ら
始
ま

り
、今
年
で
二
年
目
を
迎
え
る
。

　

祭
典
後
、参
集
殿
に
て
推
進
会
議
が
開

催
さ
れ
、ま
ず
香
取
宮
司
よ
り「
交
通
安
全

は
題
目
を
唱
え
る
だ
け
で
な
く
、社
会
貢

献
の
意
識
を
持
っ
て
実
践
し
て
い
く
事
が

大
切
。」と
挨
拶
。つ
い
で
豊
川
市
長
山
脇

実
氏
が
、「
交
通
事
故
の
な
い
社
会
づ
く
り

を
、皆
様
と
と
も
に
し
て
い
き
た
い
。」と

述
べ
、さ
ら
に
豊
川
警
察
署
長
戸
鹿
島
政

晴
氏
か
ら
は
、豊
川
市
内
並
愛
知
県
内
の

交
通
事
故
状
況
が
報
告
さ
れ
た
後
、一
宮

と
が
交
通
少
年
団
に
対
し
、「
交
通
事
故
が

減
少
す
る
よ
う
、今
後
益
々
の
活
動
に
期

待
し
て
い
る
。」と
激
励
が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
今
年
一
月
か
ら
五
月
末
日

ま
で
募
集
し
た
、交
通
安
全
祈
願
絵
馬
の

優
秀
作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、約
五
十

点
の
応
募
作
品
か
ら
左
記
の
生
徒
が
受

賞
し
た
。

砥
鹿
神
社
賞

　

一
宮
中
学
校
一
年　

山
口
晴
花
さ
ん

豊
川
市
長
賞

　

一
宮
中
学
校
二
年　

山
本
裕
斗
君

豊
川
警
察
署
長
賞

　

鷲
津
小
学
校
二
年　

伊
藤
雅
斗
君

砥
鹿
神
社
交
通
安
全
大
祭
斎
行
、
推
進
会
議
に
て

交
通
安
全
祈
願
絵
馬
優
秀
作
品
の
表
彰
式
を
開
催

砥鹿神社賞の贈呈

推進会議の様子

爽秋号 砥   　 鹿 (�)



豊川警察署長賞　　伊藤雅斗君（鷲津小学校二年）

豊川市長賞　　山本裕斗君（一宮中学校二年）

爽秋号砥   　 鹿(�)



　

五
月
三
日
の
朝
方
に
降
っ
た
雨
に
よ
り
、

総
代
・
宮
若
・
氏
子
青
年
会
の
方
々
が
足

下
を
泥
だ
ら
け
に
し
な
が
ら
も
幟
立
て
を

行
っ
た
。
し
か
し
昼
か
ら
五
日
ま
で
は
好

天
が
続
き
、
境
内
は
本
年
も
多
く
の
参
拝

者
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　

豊
川
市
内
の
各
小
中
学
校
よ
り
、
図
画
・
書
道
あ
わ
せ

て
千
二
百
点
を
超
す
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
入

賞
作
品
が
例
祭
期
間
中
社
頭
に
展
示
さ
れ
、
五
日
午
後
一

時
の
学
童
祭
に
お
い
て
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

五
月
三
、四
、五
日　

例
大
祭
斎
行

第
四
十
四
回
例
祭
学
童
祭
作
品
展
開
催

騎児勤続5年奉仕の原田広亮君

書
道
の
部
入
賞
者

　

例
祭
後
の
四
日
午

前
十
一
時
か
ら
は
参

集
殿
に
て
、
流
鏑
馬

騎
児
を
五
年
間
勤
続

奉
仕
し
た
原
田
広
亮

君
（
一
宮
中
二
年
）

に
対
し
て
感
謝
状
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

社務所と警備本部の二ヶ所に
AEDを設置 神門前での幟立て

一
宮
中
学
校
二
年　

戸
加
里 

春
樹

図
画
の
部
入
賞
者

一
宮
東
部
小
学
校
六
年  

小
杉 

有
香

一
宮
中
学
校
三
年　

川
畑 

芽
依
奈

豊川小学校五年
鈴木 啓太

神輿の渡御

爽秋号 砥   　 鹿 (�)



剣道大会

弓道大会

第
四
十
回
砥
鹿
神
社
例
祭
奉
納

少
年
少
女
剣
道
大
会
開
催

第
十
二
回
砥
鹿
神
社
例
祭
奉
納

中
学
校
弓
道
大
会
開
催

第
三
十
一
回
砥
鹿
神
社
例
祭
奉
納

高
校
弓
道
大
会
開
催

日
時　

平
成
二
十
四
年
五
月
五
日

場
所　

砥
鹿
神
社
神
門
前

参
加
チ
ー
ム
数

　

少
年
の
部　

七
十
チ
ー
ム

　

中
学
の
部　

三
十
二
チ
ー
ム

少
年
の
部

【
団
体
】

優
勝
・
豊
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

	

洗
心
道
場

準
優
勝	

武
徳
館
剣
道
教
室

三　

位	

東
院
剣
友
会

三　

位	

光
雲
剣
友
会

【
個
人
】

優　

勝	

出
雲　

遼
世

	

（
愛
知
白
兜
道
場
）

準
優
勝	

澤
野　

隼
大

	

（
愛
知
白
帝
館
道
場
）

三　

位	

川
口　

海
渡

	

（
矢
作
剣
友
会
）

三　

位	

中
山　

珀

	

（
東
院
剣
友
会
）

中
学
の
部

【
団
体
】

優
勝
・
豊
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

　

	

浜
松
中
部
中
学
校

準
優
勝	

津
具
中
学
校

三　

位	

一
宮
中
学
校
A

三　

位	

南
稜
中
学
校

【
個
人
】

優　

勝	

犬
塚　

優
樹

	

（
豊
川
中
部
中
学
校
）

準
優
勝

　

長
田　

彩
楓

　
（
砥
鹿
神
社
剣
道
教
室
）

三�　

位

　

江
間　

充

　
（
浜
松
中
部
中
学
校
）

三　

位

　

吉
川　

貴
紀

　
（
代
田
中
学
校
）

日
時　

平
成
二
十
四
年
五
月
五
日

場
所　

砥
鹿
神
社
弓
道
場

参
加
チ
ー
ム
数

　

男
子
の
部　
十
九
チ
ー
ム　
　

五
十
七
名

　

女
子
の
部　
二
十
四
チ
ー
ム　

七
十
二
名

男
子
の
部

【
団
体
】

優
勝
・
豊
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

砥
鹿
神
社
賞
・
愛
知
県
弓
道
連
盟
賞	

	

豊
川
中
部
中
学
校
A

準
優
勝	

小
坂
井
中
学
校
Ａ

三　

位	

桜
丘
中
学
校
B

【
個
人
】

優　

勝	

江
本　

祐
輝

	

（
豊
川
西
部
）

準
優
勝	

長
谷　

拓
実

	

（
一
宮
）

三　

位	

竹
本　

賢
司

	

（
豊
川
中
部
）

女
子
の
部

【
団
体
】

優
勝
・
豊
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

砥
鹿
神
社
賞
・
愛
知
県
弓
道
連
盟
賞

　

	

小
坂
井
中
学
校
C

準
優
勝	

豊
川
西
部
中
学
校
A

三　

位	

御
津
中
学
校
A

【
個
人
】

優　

勝	

野
村　

浩
花

	

（
小
坂
井
）

準
優
勝	

山
本　

麻
衣
花

	

（
小
坂
井
）

三　

位	

森
田　

江
利
奈

	

（
豊
川
中
部
）

日
時　

平
成
二
十
四
年
五
月
五
日

場
所　

砥
鹿
神
社
弓
道
場　

参
加
チ
ー
ム
数

　

男
子
の
部　
三
十
八
チ
ー
ム　

百
十
四
名

　

女
子
の
部　
三
十
七
チ
ー
ム　

百
十
一
名

男
子
の
部

【
団
体
】

優
勝
・
豊
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

砥
鹿
神
社
賞
・
愛
知
県
弓
道
連
盟
賞

　

	
豊
川
工
業
高
校
B

準
優
勝	

蒲
郡
東
高
校
A

三　

位	

豊
川
工
業
高
校
A

【
個
人
】

優　

勝	

辻　

杜
政

	

（
豊
川
工
業
）

準
優
勝	

福
田　

勝
斗

	

（
豊
橋
商
業
）

三　

位	
 

松
橋　

拓
己

	

（
豊
橋
工
業
）

四　

位	

金
江　

武
澄

	

（
御
津
）

五　

位	

荒
川　

泰
成

	

（
桜
丘
）

女
子
の
部

【
団
体
】

優
勝
・
豊
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

砥
鹿
神
社
賞
・
愛
知
県
弓
道
連
盟
賞

	

成
章
高
校
B

準
優
勝	

豊
橋
商
業
高
校
A

三　

位	

藤
ノ
花
女
子
高
校
C

【
個
人
】

優　

勝	

小
池　

真
世

	

（
豊
橋
商
業
）

準
優
勝	

松
井　

琴
美

	

（
藤
ノ
花
）　

三　

位

　

柴
田　

朋
子

 

（
豊
橋
西
）

四　

位

　

青
山　

美
幸

 

（
豊
丘
）

五　

位

　

大
場　

彩
加

 

（
成
章
）

爽秋号砥   　 鹿(�)



　

当
社
例
大
祭
中
に
行
わ
れ
る
流
鏑
馬
式
は
、三
河
路
の
初
夏
を
告
げ
る
風

物
詩
で
あ
り
、こ
の
立
体
模
型
が
四
月
二
十
三
日
よ
り
五
月
五
日
ま
で
の
間
、

Ｊ
Ｒ
豊
橋
駅
の
東
西
自
由
通
路
に
お
目
見
え
し
た
。

　

こ
れ
は
豊
川

市
観
光
協
会
の

後
援
の
も
と
、

砥
鹿
神
社
が
設

置
し
た
も
の
で

あ
る
。馬
上
で

騎
児
が
手
を
伸

ば
し
、五
色
の

布
引
を
た
な
び

か
せ
る
様
子
が

ほ
ぼ
原
寸
大
で

再
現
さ
れ
て
お

り
、疾
走
感
を

感
じ
さ
せ
る
。

こ
の
展
示
は

来
年
以
降
も

行
う
。 豊

橋
駅
構
内
に
、

「
流
鏑
馬
」
模
型
を
展
示

　

五
月
五
日
午
後
一
時
か
ら
は
、流
鏑
馬
馬
主
の
好
意
に
よ
り
、参
集
殿

前
に
ポ
ニ
ー
と
木
曽
駒
が
一
頭
づ
つ
登
場
し
、稚
児
行
列
に
参
加
し
た
児

童
が
乗
馬
体
験
を
し
た
り
、親
子
で
記
念
撮
影
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

本
年
の
例
祭
奉
納
少
年
少
女
剣
道
大
会
は
昭
和
四
十
八
年
の
第
一
回

の
大
会
か
ら
数
え
て
四
十
回
目
の
記
念
の
年
と
な
り
、出
場
者
に
は「
武

道
上
達　

学
業
守
」が
授
与
さ
れ
た
。

豊橋駅構内の立体模型

爽秋号 砥   　 鹿 (�)



　

一
宮
と
が
交
通
少
年
団
で
は
、五
月
三
日
午
後
よ
り
、例
祭
で
賑
わ
う
境
内
に

て
募
金
活
動
を
行
い
、寄
せ
ら
れ
た
善
意
金
は
、公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英

会
へ
送
金
し
た
。

　

ま
た
六
月
十
七
日
に
は
境
内
各
所
の
説
明
を
受
け
、毎
月
集
う
神
社
に
つ
い

て
学
ん
だ
後
、団
員
皆
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

七
月
二
十
六
日
に
は
、豊
田
市
交
通
安
全
学
習
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、シ
ア
タ
ー

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
り
、自
転
車
の
安
全
運
転
訓
練
を
行
っ
た
後
、鞍
ヶ
池
公
園

内
の
動
物
園
を
見
学
し
た
。

　

ま
た
八
月
十
日
に
は
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
を
訪
れ
、三
河
の
自
然
に
つ

い
て
学
ん
だ
後
、鳳
来
寺
山
を
登
山
し
、暑
い
中
、た
く
さ
ん
の
汗
を
か
い
て
た
ど

り
着
い
た
鷹
打
場
の
眺
望
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
激
も
一
入
で
あ
っ
た
。

一
宮
と
が
交
通
少
年
団
　

活
動
報
告

7/26自転車の運転訓練 .

5/3　募金活動

7/26大型車の特性を学ぶ

8/10鳳来寺山自然科学博物館にてコノハズクについて学ぶ

8/10　鳳来寺山にて

爽秋号砥   　 鹿(�)



七
五
三
詣
り

　

神
社
で
は
九
月
か
ら
毎
日
ご

祈
祷
奉
仕
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
祈
祷
の
う
え
、
福
笹
お

守
、
千
歳
飴
、
綿
菓
子
（
十
一

月
の
土
日
祝
日
）
等
を
授
与
致

し
ま
す
。
お
子
様
の
健
や
か
な

る
ご
成
長
を
親
子
共
々
お
祈

り
下
さ
い
。

七
五
三
・
え
び
す
講
案
内

記念写真は参集殿へ！

え
び
す
講
大
祭

十
一
月
二
十
日
（
火
）
斎
行

　

三
河
唯
一
の
「
え
び
す
社
」
と
し

て
崇
め
ら
れ
て
い
る
摂
社
「
二
宮
社
」

に
お
い
て
終
日
家
内
安
全
、
商
売
繁

盛
の
祈
祷
が
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

◎
本
宮
講
、
え
び
す
講
に
ご
加
入

希
望
の
方
は
神
社
社
務
所
へ
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

今年も豊川・豊橋の施設児童の
皆さんを招待します 七五三で賑わう境内

爽秋号 砥   　 鹿 (�)



　
　
　

本
宮
山
奥
宮

　

三◯

河◯

秀●

嶺●

路●
斜◯
通

◎

　

磐◯

座●

巨●

杉◯

山◯

靄●

中

◎

　

砥●

鹿●

明◯

神◯

鎭◁

此●

處●

　

恩◯

波◯

千◯

載●

萬●

人◯

崇

◎

　
　
　
　
（
平
起
式
東
韻
）　

　

本ほ
ん

宮ぐ
う

山さ
ん

奥お
く

宮み
や

三み

河か
わ
の  

秀し
ゅ
う

嶺れ
い  

路み
ち  

斜な
な
め
に
通つ
う
ず

磐い
わ

座く
ら　

巨き
ょ

杉さ
ん　

山さ
ん

靄あ
い

の
中う
ち

砥と

鹿が

の  
明み

ょ
う

神じ
ん  

此こ

の
処

と
こ
ろに

鎮し
ず

ま
る

恩お
ん

波ぱ　

千せ
ん

載ざ
い　

万ば
ん

人に
ん　

崇あ
が

め
る

［
語
意
］

秀
嶺 

＝ 

高
く
聳
え
る
峰
。

磐
座 

＝ 

い
わ
く
ら
。
神
の
鎮
座
す
る
所
。

山
靄 

＝ 

山
に
か
か
る
も
や
。

明
神 

＝ 

あ
ら
か
た
な
神
。

恩
波 

＝ 

恵
み
。

千
載 

＝ 

千
年
。
長
い
年
月

　
　
豊
川
清
雅
館
代
表

　
　
　
　
　
田　

中　

穂す
い　

堂ど
う

爽秋号砥   　 鹿(�)



褒賞状の贈呈

キュパティーノ市の中学生の皆さんと

六
月
一
日

お
朔
日
詣
り
・
月
詣
り
褒
賞
状
贈
呈

　

お
朔
日
詣
り
は
、
昭
和
四
十
三
年

六
月
一
日
よ
り
始
め
ら
れ
、
毎
月
一

日
午
前
六
時
に
一
番
祈
祷
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
。去
る
六
月
一
日
に
は
、

多
年
に
亘
り
参
列
い
た
だ
い
た
方
々

に
対
し
、
褒
賞
状
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
た
。
被
贈
呈
者
は
左
記
の
通
り
。

四
十
年
褒
賞

　

杉
浦　

里
恵
子
様　

寺
田　

賢
次
様

　

匹
田　

雅
久
様

十
年
褒
賞

　

藤
城　

幸
枝
様　
　

鵜
飼　

恭
子
様

　

近
田　

常
子
様　
　

米
山　

鋭
子
様

　

水
野　

美
智
子
様　

水
野　

幸
子
様

六
月
十
七
日

第
四
十
一
回
茶
業
振
興
祈
願
祭
並
献
茶
式

　

午
前
十
時
よ
り
、
本
年
も
松
月

流
宗
家
渡
辺
宗
敬
氏
の
御
奉
仕
に

よ
り
献
茶
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
、

三
河
、
遠
州
の
茶
業
生
産
者
よ
り

多
数
の
新
茶
が
神
前
に
奉
納
さ
れ

た
。
祭
典
後
参
集
殿
に
お
い
て
は

茶
会
が
、
そ
し
て
境
内
で
は
新
茶

の
無
料
拝
服
所
が
設
け
ら
れ
、
参

拝
者
へ
の
接
待
が
な
さ
れ
た
。

新
茶
奉
納
者
芳
名（順

不
同
・
敬
称
略
）

豊
川
市　

○
牧
田
園

田
原
市

○
中
神
茶
園
○
河
合
製
茶
工
場

○
磯
田
園
製
茶
㈱

豊
橋
市

○
村
田
好
相
○
長
寿
園
製
茶

○
茶
業
農
業
協
同
組
合
○
幸
集
園

製
茶
○
後
藤
製
茶
○
天
白
園
製
茶

工
場
○
マ
ル
ワ
製
茶
○
翠
茗
園
岡

本
製
茶
○
山
本
製
茶
園

新
城
市

○
ま
き
た
園
○
㈲
福
田
園
製
茶

○
富
岡
製
茶
工
場
○
山
口
茶
園

○
細
川
製
茶
組
合
○
豊
田
茶
園

○
柿
田
甫
○
ヤ
マ
シ
ゲ
茶
工
場

○
Ｊ
Ａ
愛
知
東
農
協
○
高
根
園

岡
崎
市　

○
東
翠
園

静
岡
県

○
澤
端
忠
夫
○
鈴
木
順
治
○
川
村
寛

北
設
楽
郡

○
お
も
て
や
園
○
田
峯
製
茶
工
場

○
丸
山
製
茶
工
場

六
月
十
八
日

ケ
ヤ
キ
樹
勢
回
復
補
修
作
業
実
施

　

六
月
十
八
日
に
元
愛
知
県
文
化

財
審
議
委
員
・
岐
阜
大
学
名
誉
教

授
林
進
氏
の
現
地
指
導
の
も
と
、

豊
川
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

職
員
、
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保

護
室
職
員
、
当
社
総
代
並
神
職
が

参
加
し
、
里
宮
境
内
に
あ
る
愛
知

県
指
定
天
然
記
念
物
の
ケ
ヤ
キ
の

樹
勢
回
復
補
修
作
業
を
行
っ
た
。

シ
ン
ナ
ー
で
溶
か
し
た
硬
化
薬
剤

（
キ
ガ
タ
メ
ー
ル
）
を
、
腐
食
箇
所

や
、
剥
離
し
た
樹
皮
を
除
去
し
た

箇
所
へ
塗
布
し
た
後
、
空
洞
開
口

部
を
金
網
で
塞
ぎ
、
さ
ら
に
防
草

シ
ー
ト
で
覆
っ
た
。
ま
た
根
本
周

辺
に
は
事
前
採
取
し
て
乾
燥
さ
せ

た
茅
萱
を
敷
き
詰
め
た
。
前
回
の

作
業
か
ら
今
年
で
七
年
が
経
過
し
、

新
た
な
腐
朽
箇
所
も
見
つ
か
っ
た

事
も
あ
り
、
今
後
も
継
続
的
な
作

業
が
必
要
と
の
指
導
が
あ
っ
た
。

六
月
二
十
九
日

キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ
市
中
学
生
使
節
団
来
社

　

豊
川
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結

ぶ
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
キ
ュ
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本宮山頂上付近を散策

元気いっぱいの剣士達

講習のようす

塗り替えられた漆喰 塗装作業中の参集殿

パ
テ
ィ
ー
ノ
市
の
中
学
生
使
節
団

が
相
互
交
流
の
為
来
日
し
、
六
月

二
十
九
日
午
後
よ
り
当
社
を
訪
れ

た
。
一
行
は
茅
の
輪
や
本
殿
・
そ

し
て
神
楽
を
見
学
し
た
後
、
参
集

殿
に
て
五
平
餅
や
抹
茶
を
味
わ
い
、

初
め
て
づ
く
し
の
日
本
の
伝
統
文

化
を
体
験
し
た
。

七
月
二
十
八
日

本
宮
山
自
然
観
察

　

七
月
二
十
八
日
に
、
崇
敬
会
文

化
講
座
と
し
て
、
本
宮
山
自
然
観

察
を
実
施
し
、
三
十
名
の
会
員
が

参
加
し
た
。
当
日
は
奧
宮
を
正
式

参
拝
し
た
後
、
原
田
敏
彦
講
師
の

解
説
に
よ
り
、
本
宮
山
頂
や
長
ノ

山
湿
原
を
散
策
し
た
。

八
月
二
十
九
日

剣
道
教
室
夏
季
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

県
の
内
外
を
問
わ
ず
、
様
々
な
大

会
に
出
場
し
て
奮
闘
ぶ
り
を
み
せ
る

剣
士
達
だ
が
、八
月
二
十
九
日
に
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
、

浜
名
湖
パ
ル
パ
ル
を
訪
れ
、
夏
休
み

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ
。

九
月
十
一
〜
十
三
日

灘
波
神
楽
講
習

　

九
月
十
一
日
よ
り
十
三
日
ま
で

の
三
日
間
、
大
阪
府
津
守
神
社
宮

司
・
大
阪
府
神
社
庁
雅
楽
講
師
今

江
隆
道
氏
を
お
招
き
し
、
職
員
の

難
波
神
楽
講
習
会
を
開
催
し
た
。

祭
典
や
結
婚
式
等
で
奉
奏
さ
れ
る

神
楽
の
上
達
を
目
指
し
て
一
同
練

習
を
重
ね
、
最
終
日
に
は
修
了
奉

告
祭
を
斎
行
し
、
神
前
に
て
「
式

神
楽
」「
式
早
」「
剣
の
舞
」「
胡
蝶
」

を
奉
奏
し
た
。

七
月
下
旬
〜
九
月
初
旬

参
集
殿
外
壁
塗
装
工
事
実
施

  

七
月
下
旬
よ
り
九
月
初
旬
ま

で
、
参
集
殿
外
壁
塗
装
工
事
を

行
っ
た
。
外
壁
は
特
に
北
西
部
に

汚
れ
が
ひ
ど
く
、
全
体
的
に
も
黒

ず
み
が
目
立
っ
て
き
た
の
で
、
こ

の
た
び
防
水
加
工
も
施
し
、
き
れ

い
に
塗
装
し
た
。
ま
た
婚
礼
の
打

合
せ
部
屋
の
照
明
も
明
る
い
も
の

に
取
り
替
え
た
。

八
月
二
十
二
日
〜
九
月
十
日

末
社
津
守
神
社
白
壁
補
修
実
施

  

末
社
津
守
神
社
を
囲
む
白
壁
の

漆
喰
が
剥
落
し
た
り
、
瓦
の
一

部
が
破
損
し
た
事
か
ら
、
八
月

二
十
二
日
よ
り
補
修
を
施
し
、
九

月
十
日
に
工
事
が
終
了
し
た
。
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皇學館大学の学生三名

皇
學
館
大
学
指
定
神
社
実
習
実
施

　

八
月
三
日
よ
り
九
日
ま
で
の
七

日
間
、
皇
學
館
大
学
の
学
生
三
名

が
実
習
の
為
来
社
し
た
。
暑
い
日

が
続
く
中
、
午
前
六
時
か
ら
午
後

十
時
ま
で
、
境
内
清
掃
や
七
夕
祭

の
助
勢
、
衣
紋
や
祭
式
・
祝
詞
浄

書
、
そ
し
て
本
宮
山
奧
宮
へ
の
登

拝
を
行
っ
た
。

皇
學
館
大
学
指
定
神
社
実
習
を
終
え
て

本
原　

雄
一
朗

　

八
月
三
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
砥

鹿
神
社
様
で
の
実
習
は
、
将
来
神
職

を
目
指
す
自
分
に
と
っ
て
多
く
の
実

践
経
験
を
与
え
て
く
れ
る
非
常
に
充

実
し
た
日
々
で
し
た
。
失
礼
な
が
ら

ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
神
社
で
あ

る
こ
と
や
、
初
の
神
社
に
於
け
る
実

習
と
い
う
こ
と
で
か
な
り
緊
張
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
実
際

の
神
社
に
於
け
る
仕
事
を
経
験
で
き

た
こ
と
で
、
将
来
神
社
に
奉
職
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
時
の
将
来
像
を
具
体

的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
毎
朝
行
わ
れ
る
境
内
の
清
掃
と

日
供
祭
で
は
神
職
と
し
て
の
毎
日
の

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
経
験
と
な

り
、
竹
箒
の
扱
い
一
つ
に
し
て
も
素

早
く
行
う
た
め
の
慣
れ
が
必
要
な
事

を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
社
務
実

習
で
は
主
に
境
内
と
摂
末
社
の
掃
除

等
の
維
持
管
理
を
通
じ
て
、
神
職
は

祭
式
の
み
な
ら
ず
極
め
て
多
様
な
役

割
を
熟
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
身
を
持
っ
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
リ
ア
カ
ー
に
草
木
を
回
収

し
て
廃
棄
す
る
作
業
や
、
倉
庫
に
材

木
を
搬
入
す
る
作
業
は
特
に
体
力
を

使
い
ま
し
た
。
今
後
神
職
と
し
て

や
っ
て
い
く
為
に
さ
ら
に
体
力
作

り
・
肉
体
の
鍛
錬
が
必
要
で
あ
る
と

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
砥
鹿

神
社
の
場
合
は
山
等
を
抱
え
て
い
る

こ
と
か
ら
森
の
管
理
に
関
す
る
知

識
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
各
神
社
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

伝
統
、
置
か
れ
た
立
場
が
あ
り
、
そ

れ
を
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
自
分
が
将
来
神
社
に
奉
職
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
時
に
そ
の
神
社
で
奉

職
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
知
識
・
工

夫
が
必
要
な
の
か
を
考
え
る
と
い
う

視
点
を
こ
れ
ら
の
実
務
を
通
し
て
考

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
七
日

の
七
夕
祭
に
於
い
て
も
子
供
達
に
神

社
を
生
活
の
一
部
に
し
て
も
ら
う
教

化
の
一
環
と
し
て
極
め
て
重
要
と
思

い
ま
す
。
神
道
は
宗
教
の
枠
に
留
ま

る
も
の
で
は
な
く
我
々
が
日
常
生
活

の
一
部
と
し
て
伝
え
て
き
た
側
面
が

あ
り
、
地
域
の
子
供
達
に
神
社
に
集

ま
っ
て
祭
り
を
経
験
し
て
も
ら
う
こ

と
は
最
終
的
に
地
域
の
連
帯
の
回
復

と
神
社
の
存
在
意
義
を
自
然
に
強
化

す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

六
日
に
行
わ
れ
た
宮
司
様
の
講

話
は
、
砥
鹿
神
社
の
歴
史
、
神
社

が
成
立
す
る
上
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
経
営
に
つ
い
て
の
問
題

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
非
常
に

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
は
個

人
的
に
修
験
道
を
勉
強
し
た
経
験

か
ら
本
宮
山
と
修
験
道
の
関
係
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

事
や
、
神
社
の
創
始
に
関
す
る
事

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
時
間

が
足
り
な
い
ほ
ど
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
神
社
の
経
営
に
つ
い

て
の
事
が
神
職
の
実
務
と
し
て
も

重
要
な
事
な
の
で
よ
り
深
く
考
察
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祭式の勉強

す
る
必
要
が
あ
る
と
現
在
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

八
日
に
は
本
宮
山
の
奥
宮
に
参

拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
山
道
を
歩

く
中
で
古
来
か
ら
の
人
々
の
本
宮

山
へ
の
信
仰
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
た
だ
頂
上
付
近
に

は
時
代
の
流
れ
と
は
い
え
ア
ン
テ

ナ
施
設
が
多
く
建
つ
所
は
信
仰
の

山
と
し
て
違
和
感
も
感
じ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

わ
ず
か
一
週
間
の
実
習
で
し
た

が
、
実
際
に
拝
殿
に
て
祭
式
を
実

践
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
経

験
に
な
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

砥
鹿
神
社
剣
道
教
室

　

平
成
二
十
四
年
度　

試
合
結
果

四
月
二
十
二
日　

　

第
五
十
回
東
三
河
剣
道
大
会

（
御み

津と

大
会
）

男
子
チ
ー
ム
・
女
子
チ
ー
ム　

優
勝

五
月
五
日

　

第
四
十
回
記
念
砥
鹿
神
社

　
　

例
祭
奉
納
少
年
少
女
剣
道
大
会

中
学
生
の
部　

個
人
戦
準
優
勝

五
月
二
十
七
日

　

第
三
十
六
回
豊
川
一
宮
支
部
剣
道
大
会

【
個
人
戦
】

 

低
学
年
の
部　
　

優
勝

 

四
年
生
の
部　
　

優
勝
・
準
優
勝

 

六
年
生
の
部　
　

優
勝

 

中
学
女
子
の
部　

優
勝

六
月
二
日

　

武
徳
祭
剣
道
大
会

小
学
生
女
子
の
部　

優
勝
・
三
位

六
月
三
日

　

第
三
十
六
回
東
三
河
少
年

剣
道
大
会
（
豊
川
大
会
）

女
子
団
体　

優
勝

六
月
二
十
四
日

　

第
五
十
六
回
小
学
校
剣
道
大
会

（
八
ッ
面
）

団
体　

ベ
ス
ト
８

七
月
一
日

　

第
３
回
こ
ざ
か
い
立
葵
剣
道
大
会

男
子
チ
ー
ム
・
女
子
チ
ー
ム　

優
勝

【
個
人
戦
】

　

低
学
年
男
子　

優
勝

　

低
学
年
女
子　

優
勝
・
３
位

　

高
学
年
女
子　

優
勝
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大祓詞

浄書会のようす

ホームページをリニューアル

大
お お

祓
ばらえ

詞
し

浄書会開催の御案内

　当社では、今年 6 月より、「大祓詞浄書会」を開催しております。
全ての災禍を祓い清める「大祓詞」の意味を知り、社務所にて
大祓詞を浄書・奉唱する半日間の行事です。実施日は毎週土曜
日で、日程等は以下の通りです。

□日　　程	 午前  9 時 50 分	 受付（社務所授与所）
	 午前 10 時	 正式参拝
	 午前 10 時 15 分	 大祓詞の意味について解説
	 午前 10 時 30 分	 大祓詞浄書
		  （筆ペンを用意致します）
	 午前 11 時 30 分	 大祓詞奏上
	 午前 11 時 50 分	 終了
□参 加 費	 1,000 円　（正式参拝料・浄書用紙・資料代含む）
□申し込み	 開催日前日までにお電話にてお申し込み下さい。
	 電話（0533）93 – 2001　砥鹿神社社務所まで。
	 どなたでも御参加可能です。

　ネット社会である現在、
情報をより見やすく、検索
しやすくするよう、当社
ホームページの内容・デザ
インを一新しました。社報
とも併せて御覧下さい。

アドレス
http://www.togajinja.or.jp/
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人
事

砥
鹿
神
社
権
祢
宜

　

片
岡　

昭
宣

　
　

神
職
身
分
二
級
と
す
る

　
　

平
成
二
十
四
年
八
月
一
日

　
　

神
社
本
庁

葺き替え前の授与所

　

平
成
二
十
四
年
十
月
十
日
発
行

　
　

発
行
所　

砥
鹿
神
社
社
務
所

　
　
　
　
　
　

砥
鹿
神
社
崇
敬
会

　
　
　
　
　
　

豊
川
市
一
宮
町

　
　

電
話　

〇
五
三
三

　
　
　
　
　
　
　

九
三—

二
〇
〇
一

　

制
作
・
印
刷　

ア
ー
ト
，タ
カ
ム
ラ

　
　

電
話　

〇
五
三
八

　
　
　
　
　
　
　

三
四—

四
九
五
三

社務所玄関並授与所檜皮屋根葺き替え工事の御案内

　社務所玄関並授与所
の檜皮屋根は、昭和63
年に葺き替えてから20
年余が経ち、劣化や損
傷が見られるため、9
月下旬より足場を組み
立てて工事を行ってお
ります。工期は約3ヶ
月間、完成は12月15日
頃を予定しておりま
す。七五三詣等御参拝
の皆様には御迷惑をお
かけしますが、御理解
を賜りますようお願い
申し上げます。

名
誉
会
員

豊
川
市　

丸
山
登
三
雄
様

豊
川
市

（
有
）
丸
山
軽
合
金
鋳
造
所

　
　
　
　

丸
山　

憲
一
様

豊
川
市　

土
井　

義
昭
様

豊
川
市　

小
林　

康
敏
様

特
別
会
員

豊
川
市　

鈴
木　

  

忍
様

豊
川
市　

今
泉　

時
夫
様

豊
川
市　

小
田　

芳
美
様

正
会
員

豊
橋
市　

堀
部　

皓
三
様

豊
橋
市　

長
坂　

径
男
様

浜
松
市　

鈴
木　

明
美
様

豊
川
市　

中
村
み
つ
代
様

豊
川
市　

清
水　

愛
子
様

豊
川
市　

鶴
見　

富
子
様

豊
川
市　

岡
本　

光
子
様

新
崇
敬
会
員
紹
介　
　
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
よ
り
、
同
八
月
三
十
一
日
ま
で
）
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本宮山砥
と が

鹿神社　本
ほ ん ぐ う こ う

宮講大祭斎行
10 月 28 日（日）午前 11 時
於　砥鹿神社奥宮

霊峰本宮山山頂奥宮で年に一度の
大 祈 祷 祭

病
や

み伏
ふ

せ・疾
しっかんじょばら

患除祓い・健康長寿
家内安全・家業商売繁盛・心願成就

〜祈祷料　五千円より〜
	 ◆本宮山の霊鳥「とが梟

ふくろう

」の霊威こもる
	 　『本宮山福

ふくろうまもり

籠守』授与
	 　（年に一度、本宮講大祭においてのみ授与）

	 ◇御祈祷後は「延命麦とろ」を御賞味下さい

	 ◆お申し込み　砥鹿神社社務所まで　TEL.0533-93-2001
	 	 豊川市一宮町西垣内 2

※只今御祈祷受付と同時に本宮講講員募集中

	 本宮講員の特典を記したパンフレットを差し上げます

古
来
梟ふ
く
ろ
うは
幸
福
を
呼
ぶ
縁
起
の
良
い

鳥
と
さ
れ
、
不
苦
老
・
不
苦
労
と
も

書
き
、
首
が
よ
く
回
る
こ
と
か
ら
商

売
繁
盛
の
守
り
神
、
ま
た
知
恵
の
神

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
本
宮
山

福ふ
く
ろ
う籠
守
は
本
宮
山
の
霊
鳥
「
と
が
梟
ふ
く
ろ
う」

の
霊
威
を
籠こ

め
た
福
徳
守
で
す
。
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